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１．長寿命化修繕計画策定の背景および目的 

 

１-１ 背景 
○西予市が管理する道路橋は、2024 年時点で 655 橋あり、このうち、建設後 50 年

を経過する高齢化橋梁は、361 橋で約 55％を占める。 

○今後 20 年後には、この割合が 590 橋で約 90％を占め、急速に高齢化橋梁が増大

する。 

○このような背景から、今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架け替えに要する

経費に対し、可能な限りコスト縮減への取り組みが不可欠である。 

 
 

建設後 50 年を経過する橋梁割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-２ 目的 

○道路交通の安全性を確保する上で、道路管理者は、これまでの事後保全的な

対応から、計画的かつ予防的な対応に転換を図り、橋梁の長寿命化およびコ

スト縮減を図る。 

○各橋梁において５年毎に実施する点検結果を基に、今後５０年間の長寿命化修

繕計画を策定する。 

○地域の道路網の安全性・信頼性を確保する。 
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２．長寿命化修繕計画の対象橋梁と策定フロー 

  ２-１ 対象橋梁 

 
旧宇和町 旧明浜町 旧三瓶町 旧野村町 旧城川町 合計 

全管理橋梁数 

（計画対象橋梁数） 
264橋 41橋 73橋 162橋 115橋 655橋 

 ○長寿命化修繕計画の対象：生活道の主要な橋梁を対象に点検・計画策定する。 

 

 

２-２ 策定スケジュール 
生活道の主要な道路上の全ての橋梁（655 橋）について策定が完了しました。 

今後、策定計画に沿って必要な修繕を行い、計画的な維持管理を行っていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 Ｒ1年

橋梁長寿命化修繕計画 橋梁長寿命化修繕計画

年度 R4年 R5年 R6年 R7年 R8年 R9年 R10年 R11年 R12年 R13年

橋梁長寿命化修繕計画 橋梁長寿命化修繕計画

R3年

定期点検

修繕計画

　R14年～

Ｒ2年Ｈ17年

橋

梁

点

検

マ

ニ

ュ
ア

ル

の

作

成

Ｈ18年～24年

修繕の

考え方

定期点検

修繕計画

近接目視による点検

遠望目視による点検

長寿命化計画に基づく修繕事後保全型

5年置きに実施

修繕の

考え方

近接目視による点検

長寿命化計画に基づく修繕

5年置きに実施 5年置きに実施

橋梁定期点検マニュアル制定 橋梁定期点検マニュアル改訂
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３．橋梁長寿命化修繕計画の基本方針 

 
３－１ 健全度の把握 

橋梁の健全度の把握については、橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮して実施

するとともに、「愛媛県橋梁定期点検マニュアル」に基づいて、定期点検（５年に１

度）を実施し、橋梁の損傷度を早期に把握します。 

 

３－２ 日常的な維持管理に関する基本方針 
また、橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロール 

清掃などを行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３ 計画の見直し 
橋梁長寿命化修繕計画は、橋梁定期点検結果（5 年に 1 回）や橋梁修繕に係る技術開

発の進展等を反映して、必要に応じて見直しすることとしています。 また、財政事情

や社会情勢等の変化に応じても、適宜見直しを行います。 

 

 

 

   

    財政事情や社会情勢の変化も考慮 
 

 
 

定期点検（５年に 1 回）             長寿命化修繕計画 
 
 
 

技 術 開 発 
 
 
 

工事記録・点検結果の管理             修繕工事実施 

  

定期点検 

計画見直しサイクル 
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４．橋梁点検結果 

 

令和 5 年度までに実施した生活道の主要な道路上の 655 橋にかかる橋梁点検の結果は、

以下のとおりです。 

橋梁点検結果集計表 

健全性区分 個別橋梁の点検結果 橋梁数（全 655 橋） 比率 

高 

 

 

 

 

 

低 

Ⅰ健全 39 橋 6.0 % 

Ⅱ予防保全段階 533 橋 81.4 % 

Ⅲ早期措置段階 83 橋 12.7 % 

Ⅳ緊急措置段階  0 橋 0 % 

 

 

 

健全性の判定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健全性の割合 

  

構造物の機能に支障が生じていない状態

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず
るべき状態
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずるべき状態

区分 状態

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

健全

予防保全段階

早期措置段階

緊急措置段階
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５．橋梁の長寿命化と修繕・架替えにかかる費用の縮減に関する基本的な方針 

  中長期的な方針（概ね 50 年間） 
 

損傷が大きい橋梁の対策を速やかに終え、その後、予防的な修繕を本格的にスタート

させ、橋梁の予防保全型管理への円滑な移行に取り組みます。 

当面は、損傷が大きくこのまま放置すれば近々に架替えや大規模修繕が発生するなど、

緊急性が高い橋梁について優先的に修繕工事を実施し、橋梁の安全性・信頼性を確保す

るとともに、架替えによる経費の増大や社会的損失を防止します。 

長期的には今後の橋梁の老朽化に備えて、計画的かつ予防的な修繕等の実施を徹底す

ることにより、突発的な大規模修繕や架替えを回避するとともに、橋梁長寿命化による

修繕工事等のトータル経費についてコスト縮減を図ります。 

 

６．橋梁長寿命化修繕計画による効果 

 

計画的かつ予防的な修繕等の実施を徹底することにより、従来の事後的な橋梁管理と

比較して、大規模修繕や架替えを回避できるため、今回、対象とした 655 橋について、

今後 50 年間で 216 億円のコスト縮減が見込めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後 50 年間の従来手法と長寿命化修繕計画との将来経費予測 
                       （金額単位：百万円） 

維持修繕手法 50年間総額 縮減額  

従来手法型 47,700 - 

長寿命化型 26,100 21,600 

※今回対象の 655 橋梁分 

※50 年間総額は、修繕経費および架替え経費 

※金額は、令和 6 年度時点での算出  
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７．次回点検時期および修繕内容・時期等 

 
７－１ 次回点検 

○対象橋梁全 655 橋は、5 年ごとに定期点検を継続的に実施します。 

 

○なお、日常の点検も継続的に実施します。 

 

７－２ 予防保全型管理への円滑な移行にかかる取り組み（優先的に取り組む橋梁） 
○このまま放置すれば架替え等により多大な経費が見込まれるなど、緊急性が高い橋

梁について優先的に対応します。 

 

○また、計画的な修繕が必要な橋梁について、健全性が低下しないよう予防的な修繕

工事に本格的に着手することとします。 

 

８．長寿命化修繕計画に関する今後の取り組み 

（新技術及び橋梁架け替え・集約撤去及び補修時期の検討） 

 

８－１新技術等の活用  

〇今後 5 年間で点検を行う橋梁において、「点検支援施術性能カタログ」等に掲載さ

れている点検支援技術の活用を検討し、6 橋程度で活用することで 10％程度のコスト縮減

を目指します。 

〇今後 5 年間で修繕を計画又は設計する橋梁においては、「NETIS 登録技術」等に掲

載されている新技術・新工法の活用を検討し、4 橋程度で活用することで 10％程度のコス

ト縮減を目指します。 

 

８－２橋梁架替え・集約撤去の方針  

〇老朽化が進み、損傷が著しい橋梁については、長寿命化対策を実施するにあたり、

架替を含めたライフサイクルコストの比較を行い、コスト縮減が図られる架替（更新）も

検討を行います。施設の集約化・撤去、機能縮小については、橋梁の周辺状況や利用実態

を踏まえ、今後５年間で、管理する橋梁のうち１橋程度について、集約化・撤去、機能縮

小の実施を検討し維持管理費用を約 1 百万円程度縮減することを目指します。 

 

 ８－３橋梁補修時期の検討 

○適切な補修時期の検討に際して必要な橋梁構成部材の劣化予測、修繕事業の優先度

については、今後の橋梁点検結果等も踏まえて更なる検討を進めます。 

 

 

  

0854
長方形
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９．横断歩道橋長寿命化修繕計画について 

 
９－１ 現状 

西予市が管理する横断歩道橋は 1橋で 2021 年 3 月に建設されました。 

初回法定点検は令和 7年度に実施予定です。 

 

９－２ 対象橋梁（緒元） 
 

歩道橋名 建設年度 路線名 
延長 

(m) 

歩道幅員

(m) 
形式 判定 

卯之町駅 

自由通路 
2021.3 

市道旧町地区

408 号線 
27.2 2.1 

プレート 

ガーター式 
－ 

 
９－３ 対象橋梁写真 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９－４ 対象橋梁位置 
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１０．意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者および計画策定部署 

 

 

 
(１)意見を聴取した学識経験者等の専門的な知識を有する者 

       愛媛大学大学院理工学研究科  氏家 勲 教授  
 
(２)計画策定部署 

       愛媛県西予市 建設部 建設課  ℡ 0894-62-6410 
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１１．巻末資料（対象橋梁及び点検計画一覧）
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